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1．はしがき

サンゴ礁が海面上昇に対してどのようにレスポンスするのかを知ることは、サン

ゴ礁を海水準の指標として使ううえで重要である。そこで、沖縄のサンゴ礁におい

て、サンゴ礁の上方成長を知る目的で、サンゴの飼育実験を行った。さらに、フナ

フチ環礁コア試料およびハワイ大学に保存されているミツＦウエイ環礁コア試料の

年代測定を行った。沖縄のサンゴ礁でのボーリング結果、ハマサンゴは、１年間で

約１－１．５ｃｍ上方成長することが明らかになった。さらに、沖縄のサンゴ礁から採

取したハマサンゴの飼育実験の結果、サンゴの石灰化速度は、環境水の炭酸カルシ

ウム（アラゴナイト）に対する飽和度と比例関係であることが明らかになった。し

たがって、大気中の二酸化炭素濃度の上昇は、海水のＰＨを減少（酸性化）させる

と伴にアラゴナイトに対する飽和度を減少させるので、サンゴ礁の上方成長を阻害

することを水槽実験の結果は示した。フナフチ環礁ボーリングコアのストロンチウ

ム同位体比、放射性炭素を測定し、年代決定を行った。その結果、150万年間で200

メートルのサンゴ礁堆積物がフナフチ環礁に堆積したことが明らかになった｡また、

その堆積過程は連続ではなく、飛び飛びであり、間氷期一氷期のサイクルとの関係

が推測された。すなわち、サンゴ礁の上方成長は間氷期にのみ上方成長するという

モデルが本研究の結果明らかになった。その研究成果の１部は２００４年６月に沖縄

で開催された国際サンゴ礁シンポジウムで発表し、その後の分析データを加えて、

2006年に印刷公表される予定である｡タイ湾およびセブ島のサンゴ礁調査も行った。

多くのサンゴ礁のデータをつなぎあわせることによって、過去の海面変動の歴史と

サンゴ礁の上方成長、さらに津波に対する防波堤としての役割についても定量的に

明らかにすることによって、さらなる研究の進展が期待される。

2003年度から３年間に得られた研究成果は１０編の原著論文にまとめられ、研究

成果としてここに収録した。本研究は３年間の研究期間にほぼ当初の目的を達成で

きたが、決してこれで完結したわけではない。本研究の成果や培われた手法をもと

に今後さらに考察を深めることによって、地球環境の緩衝装置としてのサンゴ礁の

役割についての研究成果が期待される。
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